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月例会 

11/6(月)対市交渉がありました。会員 22 人、会員外の方 4 人 参加して下さいました。

グループホームや入所施設について、身に迫る危機的状況を訴える会員さんが何人もいら

っしゃいました。 

障がい福祉課や福祉相談支援課の方々に現状をしっかり理解して貰い、障がいの子を看る

事が出来ない高齢の親や、親亡き後とりわけ強度行動障がいなど重度障がいの子が高槻市

で安心して暮らしていけるように真剣に対応して頂きたいです。                    

 月例会担当 加地 畠山 山口 

対市交渉を終えて 

６日、対市交渉を行いました。関心の高いグループホーム関連の項目では、「親亡きあ

と」への不安の声が相次ぎました。「グループホームが作れないなら、入所施設も必要だ

が１００人待ちの状態。子を残して死ねない」「日中支援型ホームが増えないのは、報酬

単価が低いからではないか。国の制度に問題があるが、市独自でも補助することはできな

いのか」等々、何年も要望しても進まない現実に焦りと怒りが。わが子が先に死んだら、

悲しいのは当然だが、どこかほっとするという声も現にある、という意見に対しては、実

際にお子さんに先立たれた会員から「どんなに大変な障害であっても、精一杯生きてき

た。ほっとするということなどあってはいけない」と涙の訴えがありました。切実な声を

受け止め、市として全国に誇れるような先進的な取り組みをしていってほしいと思わずに

はいられません。国の制度が追いつくのを待つのではなく、独自の施策を打ち出して、モ

デルとなるような高槻になっていくことはできないのでしょうか。 

学校教育関連では、文科省通知後の支援学級の変化、通級指導教室担任の専門性はどうな

のかという質問がありました。福祉系の知見のある人材を充て、研修をしているとのこと

ですが、果たして充分といえるのか、今後も注視していく必要があります。誰もが本当に

適切な支援を受けられ、高槻が大事にしてきた「分けない教育」が損なわれないようであ

ってほしいと思います。他には、樫田地域に住む障害のある子の通学保障や、ICT を活用

した学習の成功例を学校間で共有してほしいとの意見を出しました。このことは、会員の

子どもさんの今の様子を次ページに掲載させていただきましたので併せてお読みくださ

い。 

ひとつひとつの項目に、本当にたくさんの意見や質問があり、到底書ききれませんが、ほ

んの少しでも行政の方々に届くことを願ってやみません。このように直接、生の声を伝え

ることができるのは親の会の大事な活動であり、大事にしていきたいとの思いを新たにし

ました。(しかしながら、やはり２時間だけというのは短すぎます。もう少し時間を長くし

なければ。)                            (堀切) 
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息子が中学校に入学して 

 

 これまで 2 度、読み書き困難に関する作文を掲載していただいた息子の湊が中学生にな

り、無事 1 年生の前期を終えることができました。今回は、中学校入学後の様子について、

本人の許可を得て母親の私から報告させていただきます。 

 おかげさまで小学校からの連携がスムーズに行われ、授業でのノートテイクでは、入学当

初から ChromeBook（タブレット端末）のジャムボードを使用させていただいています。

ChromeBook は、学校から 1 人 1 台貸し出されているものです。他の生徒は、授業等で

先生から指示があった時だけ、専用のロッカーから取り出して使用しますが、息子について

は合理的配慮として、毎日朝礼で受け取り、授業で使用して、終礼で担任に返却しているそ

うです。息子が ChromeBook でとったノートは、Google ドライブを通じて、全科目の担

当教員と Web 上で共有されているため、先生方はいつでも彼のノートをチェックすること

ができます。 

 プリント学習の授業もあるので、プリントに直接手書きをするか、プリントの写真を撮っ

てその画像の上にタイピングをするか、本人が選択できるようにしていただいています。息

子は支援学級に在籍していますが、現在まで学習室を利用せず、教室で授業を受けています。 

定期テストに際しては、受験方法（問題読み上げや代筆・問題用紙の拡大の有無）なども、

支援担・本人・保護者で話し合っていますが、本人の強い希望により、現時点では「他の生

徒と同じ条件で受験することを希望するが、文字の乱れを理由とした減点をしないでほしい」

ということを周知していただいています。 

 息子が小学生の頃は、本人の声を聞きつつも、障害による困りごとをできるだけ解消する

ために、保護者と学校側とで話をしてきましたが、本人が中学生になり、「学校側に調整し

てほしいこと」と「自分でがんばりたいこと」を自分で選択するようになりました。 

 保護者としては、中学校での支援実績が高校受験の際にも影響してくることを考え、受け

られる支援は受けた方が良いのでは…と、つい思ってしまいますが、障害者権利条約がつく

られた時のスローガン「私たち抜きに私たちのことを決めないで（Nothing about us 

without us）」を思い出し、本人の自己決定を尊重するようにしています。 

 また、居住地が樫田であることから、徒歩圏に友人宅がなく、小学校時代は学校以外で友

達と遊ぶということがほとんどありませんでした。しかし中学生になってからは、スマホを

使って子どもたち同士で連絡を取り、休日には、バスの時間も考えながら待ち合わせ時刻と

場所を決めて遊びに行っています。下校時のバス便の少なさや、バスが来るまでの過ごし方

は、相変わらず課題ではありますが、樫田の生徒に対する中学校側の対応は改善されつつあ

ります。 

 今後も、息子の変化や学年に応じて、様々な喜びや困難があることと思いますが、保護者

も一緒に成長していきたいと思います。 

 さて、ここからは余談になりますが、私自身はエンジニアの養成校で教員をしています。

主に人権教育を担当しており、これまで学生には、「エンジニアが人権について分かってい
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ないと、こんな恐ろしいことがある」と半ば脅しのように伝えてしまっていましたが、息子

の ChromeBook の件を経験したことで、よりポジティブな伝え方ができるようになりま

した。今年度は、人権についての授業のなかで、次のように伝えました。 

「紙と鉛筆しかない時代なら、学習から疎外されていたかもしれない子どもが、デジタル

ツールによって、学習に主体的に参加できるようになり、人生が大きく変わることもありま

す。今まで「障害」とされてきたことが、社会の環境次第で「障害」ではなくなるのです。

もっと具体的に言えば、私の息子の使っているジャムボードは、もともとノートテイクのた

めにつくられたものではなく、開発したエンジニアも思いつかなかった使い方をしていると

思います。その分、今は使いづらい面もあるので、人権について学んだエンジニアが当事者

と対話をすることで、もっと良いものが生まれると思います。科学技術には、社会のあり方

をポジティブに変える大きな力があります。皆さんには、一人ひとりが生きやすい社会をつ

くるための知識やスキルを身につけたエンジニアとして活躍してほしいと思います。」 

 障害のある子どもは（もちろん大人も）、社会のなかで専ら受け身的な存在なのではなく、

新しい時代や社会を切り開いていくキーパーソンでもあると思います。これからも、当事者・

支援者が声をあげたり、存在を示したりすることで、社会がよりよい方向に動いていくこと

を願っています。                            伏見裕子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訃 報 

長年に渡り手をつなぐ親の会の会長を務めて下さった硯啓氏

が１１月９日永眠されました。 

長年の功績を称えますと共に哀悼の意を表します。 

 長い間ありがとうございました。 
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バスレク 

11 月４日土曜日に観光バス１台で姫路セントラルパークへ行ってきました 

秋晴れの下、遊園地で乗り物やアニマルショー、大道芸などを思い思いに楽しむことが出

来たと思います。たくさんのご参加ありがとうございました。 

以下、参加者の感想です。 

☆良い天気でよかったです。レジャー施設の乗り物、乗れるものがないので、サファリゾ

ーンの方の動物をもっと見たかったです。動物をもっと見たかった。子どもと一緒に動

物の餌やりをしたかったです。 

☆大道芸楽しかった。 

☆何年か振りの姫路セントラルパークの参加で、親子共々とても楽しい一日でした。 

☆初めてのサファリパーク楽しかったです。 

☆遊園地では遊べませんでしたが、長時間のドライブでストレス発散できました。 

☆ジェットコースターに乗って怖いけど面白かった。グレートポセイドンにも乗った。 

☆アトラクション（パーティカップ）や大道芸楽しかった。 

☆姫路セントラルパークとても楽しかった。 

☆雨も降らず、暑さもなく過ごしやすい気候でよかったです。ドッグショー、 

動物園、大道芸と色々見られ、よく歩いて運動不足解消にもなりました。 

1 時間半ぐらいのバス旅でちょうどよかったです。 

☆今日は時間的にもゆとりがあり、結構ゆっくりと現地でできてよかったです。 

☆帰りの集合時間を３時にしてサービスエリアで土産物を買いたかったです。 
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第６４回大阪知的障がい者福祉大会（高槻大会） 

９月１７日、育成会大会が芸術文化劇場北館で催されました。高槻での開催は２０年ぶ

り。高槻の会員と育成会の役員さん方と実行委員会を結成し、取り組みました。 

当日はお天気にも恵まれ、本人大会にも１００名の参加があり、意見交換、音楽やマジッ

クショーを楽しみ、盛り上がったそうです。 

ホールでは、自閉症のミュージシャン布施和生さんにのギターでビートルズメドレー弾き

語りのオープニングのあと、リレートークや大会宣言の採択と進みました。 

リレートークでは、「花の会」の山田義昭さん、「北摂杉の子会」の松上利男さん、「手をつ

なぐ親の会」和田光子さん、大阪府福祉部から小山庸子さんが、それぞれの立場から「障

がいの重い人をどう支えるか」というテーマに沿って話しました。休憩をはさんで、本人

大会の報告、全体大会と本人大会それぞれの大会宣言が採択され、滞りなく終わることが

できました。 

準備にかかわった育成会の方々、実行委員の皆さん、ご参加いただいた皆様ありがとうご

ざいました。                               (堀切) 

 

樫田地域の防災を考える 

９月３０日から、樫田地域での防災を考えるワークショップが始まりました。「地域みんな

で助かるために」をテーマに、１２月まで全５回連続の予定です。行政職員、小学校の先

生や、介護施設の方、地元のお巡りさんも参加して、地域それぞれの場所の特性を考えて

防災計画づくりをしていきます。高槻の地域課題の縮図のような面もあり、興味深いで

す。どんな防災計画になるのか、注目ですね。                          (堀切) 

  

「友遊の里」職員さん、お手柄！ 

 先月、高槻駅前から行方不明になった支援学校生が、２日後に樫田トンネルの先でみつ

かるということがありました。防犯カメラなどで樫田方面に向かったとわかって、警察や

地元の方も捜索されていたそうですが、たまたま「友遊の里」が借りている畑に職員がい

て、発見・保護できたそうです。軽いケガだけで無事とのことで、本当に良かったです。

親の会の会員の子どもさんも遠くまで歩いていってしまったことがありましたね。あまり

報道されなくても、迷子になってしまうことはあるようで、親御さん方の心労はどのくら

いかと思います。どんなに気をつけていてもおこりうるものです。地域の人が、少しでも

気にかけてくださることが大切だと改めて感じる出来事でした。 

（堀切） 
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ほっこりタイム 

１０月は会員のみ５人の参加で学齢期の子どもさんの小学校支援学級卒業後の進路の悩み

を聞きました。 

ほっこりタイムは毎月第 1 金曜日１０時３０分～１２時ゆうあいセンターでやっていま

す。 

進路のこと、病院のこと、放課後等デイサービスのこと、移動支援のこと等々 

色々なことをおしゃべりししています。是非一度のぞいてみてください。 

今後の予定 １２月１日（金）、１月１２日（金） 

担当 加地 

 

 

ミュージックケア 

９月は新しい家族さんの参加が２組ありました。問い合わせも１件ありました。１０月は

１８人参加でした。 

３年続けて参加している幼児さんが落ち着いて来たり、自分の名前が書けたりと変化（成

長）が見られて良い傾向だなとうれしく思います。 

ミュージックケアは、毎月第３土曜日１０時３０分～１１時３０分ゆうあいセンター4F

研修室でやっています。 

今後の予定 １２月１６日（土）、１月２０日（土） 

担当 加地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訃報 

長年にわたり手をつなぐ親の会の会長を務めて下さった硯啓氏が１１月９日

永眠されました。長年の功績を讃えますとともに、哀悼の意を表します。 

長い間ありがとうございました。 
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ボウリング同好会 

毎月第４日曜日に辻子のラウンドワン高槻店で２ゲーム楽しんでいます。 

料金 貸し靴代３９０円 ゲーム代２ゲーム（８名以上で１３８０円） 

※親の会会員及び賛助会員には親の会よりゲーム代７８０円補助あり 

※障害者手帳持参で団体扱いは１００円引きになります。 

 参加お待ちしております。 

※今後の予定 １２月２４日（日）、１月２１日（日） 

                            

 

絵画教室 

毎月第１日曜日１０時からゆうあいセンター4F 会議室でやっています。 

会費 会員は無料 一般は月２００円 

※参加者の作品はゆうあいセンター1Ｆに展示しています。 

※１２月２日（土）１２月３日（日）の福祉展にも作品を展示しています。 

※今後の予定 １２月１７日（日） １月７日（日） 

                           担当 城 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

会員の皆さんや障害支援に係わる

方々に知ってほしい豆知識や情報をお

届けします。 

今回は、「高槻市立うの花療育園」と

「高槻市障がい者就業・生活支援センタ

ー（就ポツ）」の情報を次ページに掲載し

ます。 

  

知 っとこ 情報

第４弾！！ 
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うごき  

             ◎親の会行事  ○同好会 

9 月 28  木 障がい者就労支援講演会・相談会 

10 月 1 日 ふれあい運動会（雨天中止） 

 3 火 地域共生ステーション説明会 

 6 金 ◎ほっこりタイム 

 10 火 人権教育懇談会 

 11 水 事務局会議 

 12 木 自立支援協議会計画策定ワーキング 

 15 日 
〇絵画教室 

ふれあい広場（上の池公園） 

 16 月 ◎高槻大会第 7 回実行委員会（４F 会議室①） 

 17 火 センター講演会（手話が生み出すバリアクラッシュ） 

 18 水 
支部連 

○月例会                       

 21 土 〇ミュージックケア（４F 研修室） 

 22 日 〇ボウリング同好会  

 24 火 
◎役員会      事業所連絡会バザー                   

代表者会議     

 27 金 友遊祭り 

 30 月 自立支援協議会全体会議 

11 月 4 土 ◎バスレク（姫路セントラルパーク） 

 5 日 〇絵画教室                

 6 月 
◎対市交渉 

事業推進委員会 

 8 水 
◎編集会議 

事務局会議 

 10 金 ◎ほっこりタイム 

 12 日 第 11 回発達障がいフォーラム（文化ホール２F） 

 13 月 おむつ配布について意見交換会 

 14 火 
支部連              

社会福祉審議会障がい者部会 

 15 水 
◎臨時総会（4 階会議室②） 

◎月例会 

 18 土 〇ミュージックケア 
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 24 金 民児協研修会 

 25 土 高障連バスレク（淡路島） 

 26 日 〇ボウリング同好会 

 27 月 高障連対市交渉 

 28 火 

◎役員会 

ふれあいキャンペーン行政との懇談会                     

代表者会議 

 

よてい               ◎親の会行事  ○同好会 

12 月 1 金 ◎ほっこりタイム 

 2 土 
和太鼓体験 

福祉展 

 3 日 福祉展  
 7  木 うの花療育園保護者との交流会 

 13 水 事務局会議 

 16 土 〇ミュージックケア（４F 研修室） 

 17 日 〇絵画教室 

 19 火 支部連 

 24 日 〇ボウリング同好会  

 26 火 〇役員会 

１月 7 日 〇絵画教室 

 10 水 事務局会議 

 12  金 ◎ほっこりタイム 

 13 土 冬のふれあいデー                

 16 火 支部連と新年懇親会 

 17 水 〇月例会 

 20 土 〇ミュージックケア（４F 研修室） 

 21 日 〇ボウリング同好会 

 23 火 
◎役員会                     

代表者会議 
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